
災害時における救援物資提供に関する協定書（案） 

 

大分市長 足立 信也（以下「甲」という。）と__________________________（以下「乙」

という。）は、災害時における救援物資提供について次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、災害時における物資の提供に関する乙の甲に対する協力について、 

必要な事項を定めるものとする。 

（協力内容） 

第２条 甲の管内で災害対策基本法第２条第１号に定める災害が発生し、又はその発生す 

る恐れがある場合において、甲の災害対策本部が設置され、その災害対策本部から乙に 

対して物資の提供について要請があったときは、乙は甲に対して次項以下の内容により 

協力するものとする。 

２ 乙は、前項の物資提供の要請があったときは、次の各号に定めるとおり対応するもの 

とする。 

（１）  乙が、甲の管内に設置した乙の災害対応型自動販売機（鍵式開放機能取付型。 

以下「自販機」という。）の機内在庫の商品のみを甲に無償で提供する。ただし、 

自販機からの機内在庫の商品の取り出しは、甲が乙から事前に預託された自販機 

の無料開放切替用の鍵（以下「切替専用鍵」という。）を使用して行うものとする。 

（２）  前号に定めるもののほか、甲乙協議により決定した乙の商品（以下「乙商品」 

という。）を甲に優先的に安定供給を行う。ただし、この場合の乙商品は、有償に 

て提供する。 

３ 乙は、第１項の物資提供の要請があったときは、速やかにフォロー体制を整えるなど 

万全を期すものとする。ただし、道路不通及び停電等によりその供給に支障が生じた場 

合は、甲との協議により対策を講じるものとする。 

４ 乙の甲に対する第２項第２号の乙商品の引き渡し場所は、甲乙協議し決定するものと 

し、甲はその引き渡し場所において、乙の納品書等に基づき甲が確認のうえ、乙から乙 

商品の引き渡しを受けるものとする。また、このときの乙商品の価格及び代金の支払方 

法については、甲乙協議のうえ決定するものとする。 

（要請の手続き） 

第３条 甲は、この協定に基づく乙に対する前条の物資提供の要請については、書面をも 

って行うものとする。ただし、緊急を要するときは口頭、電話等により要請することが 

できるものとし、後日速やかに要請書を提出するものとする。 

（切替専用鍵の取り扱い） 

第４条 甲は、切替専用鍵を善良なる管理者の注意をもって保管・管理するものとする。 

２ 甲は、切替専用鍵を複製してはならない。 



３ 甲は、切替専用鍵を紛失した場合は、直ちに乙にその旨を通知し、乙は、当該切替専 

用鍵及びシリンダーの交換を行うものとする。ただし、当該交換に要する費用は甲の負 

担とする。 

（期間） 

第５条 この協定の有効期間は、協定締結の日から３年間とする。 

（協議） 

第６条 この協定に定めるもののほか、この協定の実施に関して必要な事項その他この協 

定に定めのない事項については、その都度甲乙間で協議して定めるものとする。 

 

 

この協定の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各自その１通 

を保有する。 

 

 

令和  年  月  日 

 

甲 大分市荷揚町２番３１号 

大分市長  足立 信也             ㊞ 

  

乙 住所又は所在地 

商 号又は名 称 

代 表 者 氏 名                  ㊞ 


